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私は与謝蕪村の「離俗論」について研究し、特に近世俳諧に大きな影響を与えたいわゆ

る「雅俗融和」の現象を詳しく分析していた。 

与謝蕪村の「離俗論」における二元性は近世の「雅俗融和」の現象に深い関わりを持っ

ている。江戸中期の俳諧に「雅」の精神が残されると同時に、その表現は「俗」の世界に

転じたのである。このようにして、新しい「雅俗」現象の相関関係の世界が発見された。

蕪村の俳諧にはこの現象の代表的作例は滑稽句であった。  
江戸中期に流行っていた思想の中では、「雅俗融和」の発生に特に影響を与えたのは、「国

学」、「蘐園学派」、「儒学」と「朱子学」である。  
近世の国学者と異なって、蕪村は「離俗論」には、言葉の上、明確に「俗」と「雅」を

対立させなかった。「俗を離れる」という表現は当時の夜半亭派の風雅上の危機を表したと

も言える。  
 蕪村はもともと文人の理想に憧れ、思想のレベルのみならず、宗教のレベルにも様々な

流派に興味を持っていた。特に江戸中期に活躍していた坐禅を応用した文学者（西山宗因、

上島鬼貫、松尾芭蕉、及び服部嵐雪など）及び国学者（上田秋成）の影響を強調すべきで

ある。蕪村の「離俗論」に大きな影響を与えたのは、上島鬼貫の『独りこと』である。蕪

村は俳諧の上で、鬼貫のヴィジョンに近づいたと思う。 

 宗教的な背景から見ると、蕪村はみずからを浄土宗信者として認識していたとともに、

「禅宗」にも関心を持っていた。この事実は蕪村の「離俗論」にでてくる公案と禅の用語

にも見られるし、蕪村の俳諧に禅の寺院が現れることに読み取れると思う。  
蕪村は全ての近世知識人と同様に、「禅」の概念を知っていたけれども、少なくとも晩年

の時代には、座禅を実施に応用しなかった。「離俗論」にでてくる「禅」の用語はおそらく

弟子の召波の興味の範囲を指す。（召波の発句の中では「禅」に捧げられたものがある。）

蕪村は弟子の好みに応じて、禅の言葉で俳論の本質を説明したのであろう。 

 蕪村は江戸時代に普及していた様々な宗教の影響を受けながらも、自分の心の純粋な

「まこと」を保存していた。この理念に合っている「禅宗」の概念は蕪村のアピールにか

なったのである。蕪村自身は浄土宗の信者であったけれども、彼が尊敬した詩人・俳人の

中では禅の信者が何人いた。特に西山宗因、上島鬼貫、松尾芭蕉、服部嵐雪は蕪村の見解

に強い影響を与えたと思う。さらに「俳諧禅」の誠を宣言した蕪村は、臨在禅の思想がし

み込んだ南画の芸術を考え直し、俳諧と俳画に改めて紹介したのである。  
 
 




